
KinoDenは、紀伊國屋書店がご提供する学術和書電子図書館サービスです。 

読みやすいビューア、未購入タイトルも含めた全文検索、試し読み・リクエスト機能
など、長年の経験を活かし「本当に使われる電子図書館」をご提供致します。 

No.KD0197  2021年2月 

株式会社 紀伊國屋書店 電子書籍営業部 TEL：03-5719-2501 Mail： ict_ebook@kinokuniya.co.jp 

 

『半藤一利を読む』 

赤色 

青色 

緑色 

昭和史の研究で知られ、戦争関連を書籍を多く残した 

ノンフィクション作家「半藤一利」 
KinoDenで読める書籍一覧です。 
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著者 Product　ID 出版社名
底本刊行

年月
フォーマット

同時

アクセス1

税込価

同時

アクセス2

税込価

同時

アクセス3

税込価

書名 ISBN

半藤一利 保阪正康 KP00005134 東洋経済新報社 201410 EPUBリフロー ¥3,300 ¥4,125 ¥4,950

日中韓を振り回す

ナショナリズムの正体
9784492061930

半藤一利 保阪正康 KP00005353 東洋経済新報社 201508 EPUBリフロー ¥3,300 ¥4,125 ¥4,950

賊軍の昭和史 9784492061961

半藤一利 KP00014054 平凡社 201602 EPUBリフロー ¥3,960 ‐ ¥5,940

Ｂ面昭和史1926-1945 9784582454499

半藤一利 KP00014056 平凡社 201802 EPUBリフロー ¥3,740 ‐ ¥5,610

世界史のなかの昭和史 9784582454529

半藤一利 KP00014272 平凡社 200906 EPUBリフロー ¥1,980 ‐ ¥2,970

昭和史 1926-1945 9784582766714

半藤一利 KP00014273 平凡社 200906 EPUBリフロー ¥1,980 ‐ ¥2,970

昭和史 戦後篇 1945-1989 9784582766721

半藤一利 KP00014281 平凡社 201006 EPUBリフロー ¥1,716 ‐ ¥2,574

名言で楽しむ日本史 9784582767025

半藤一利 KP00014292 平凡社 201107 EPUBリフロー ¥2,068 ‐ ¥3,102

山本五十六 9784582767391

半藤一利 KP00014323 平凡社 201604 EPUBリフロー ¥1,980 ‐ ¥2,970

日露戦争史　１ 9784582768398

半藤一利 KP00014324 平凡社 201605 EPUBリフロー ¥1,980 ‐ ¥2,970

日露戦争史　２ 9784582768404

半藤一利 KP00014325 平凡社 201606 EPUBリフロー ¥2,024 ‐ ¥3,036

日露戦争史　３ 9784582768428

半藤一利 KP00014331 平凡社 201709 EPUBリフロー ¥2,640 ‐ ¥3,960

其角と楽しむ江戸俳句 9784582768596

半藤一利 KP00014358 平凡社 200302 EPUB(固定） ¥3,520 ‐ ¥5,280

漱石先生お久しぶりです 9784582831467

12
豪放磊落で酒と遊里を愛し、難解かつ奇抜な句風で人気は芭蕉を凌いだともいわれる其角。彼を

こよなく愛する著者が、古典や歴史を駆使して名句の謎を探り、軽妙に綴ったエッセイ。

13
作品や人柄、手紙、言葉はもとより個人主義の極意、憂国の文明観、漢詩や俳句の効用などな

ど、今こそ汲み取りたい人間・漱石の尽きない魅力に、『ぞな、もし』の著者が10年ぶりに迫った！

9

あの時なぜ大国ロシアと戦ったのか？　近代日本に決定的な転機をもたらした日露戦争を描く大作ノンフィクション。第一巻は

開戦までの政府・軍部の攻防、国民の熱狂、そして奇襲攻撃へ――。 太平洋戦争の真の敗因は日露戦争の“勝利”にあ

る。この戦争を境にして、日本はそれまでと違う国に、日本人は別の人間になってしまった―そう考える著者が、日露開戦の背

景から“勝利”までのプロセスを詳細に描いた長編ノンフィクション。第一巻は日英同盟、ロシアの背信、そして奇襲攻撃へ、開

戦直後までの政府・軍部の攻防と国民の熱狂。日本人はこの戦争を境にどう変わり、今に至るのか？

10

いよいよ激戦に突入。南山、遼陽、沙河での陸戦、黄海、蔚山沖での海戦の後、二〇三高地の死闘を経てついに旅順要

塞が陥落するまでの攻防、国民の反応とその変化を詳細に描く。 陸戦、海戦、とにかく戦いにつぐ戦い。「君死にたまふことなか

れ」の訴えもむなしく、遼陽・沙河の会戦、旅順要塞攻略戦での日本軍の死傷者は計十一万八千人を超える。死屍累々、

言葉を失ったわたくしは、ただ「鬼哭啾啾」とくりかえすしかなかった。そして乃木希典という軍人は、あまりにも古武士的な、「日

本型リーダー」以外の何ものでもなかった―。歴史的事実を知ることの重みを突きつける第二巻。

11

いよいよ日本海海戦へ。バルチック艦隊を迎え撃った連合艦隊は歴史的勝利をものにするが、ポーツマス条約の不利な結果

に国民は怒りを爆発。日本のその後はどうなる？完結編。 本書でやろうとしたのは、リアリズムに徹して日露戦争における諸事

実を数多く示すこと、それが昭和日本にまでもたらした影響を考えるために何らかの役に立ち得る本をかくことであった―。血で

血を洗う日露戦争は世界史に新局面を拓き、人々は“大和魂”を叫びはじめた。その行きつく先は？著者渾身の一大ノンフィ

クション、ついに完結。これを読まずして日本の現代を語ることなかれ！

6
焼跡からの復興、講和条約、高度経済成長、そしてバブル崩壊の予兆を詳細に辿る、「昭和史」

シリーズ完結篇。現代日本のルーツを知り、世界の中の日本の未来を考えるために必読の一冊。

7
知っておきたい、伝えたい、日本史の「名言」265を独断で精選、年代順に一言一頁、歴史探偵

ならではの、鋭くユーモア溢れる解説を施す。歴史の面白さ、学ぶべきは「名言」に凝縮されてい

る！

8
独自の戦略観をもちながら不本意な戦争を戦う宿命に苦しんだ真珠湾攻撃の指揮者・山本五十

六。情の深さゆえに悲劇の海軍大将ともいわれるその生涯を、故郷・長岡人気質と絡めて綴る。

NO 書影

内容紹介

1
“憎悪の連鎖”をどうやって断ち切ればいいのか。“自虐史観”“居直り史観”を共に排して、歴史を

直視すれば、解決の道は見えてくる―。「気づいたら戦争」にならないための“本物の愛国者”入

門。

2

薩長史観に隠された歴史の真実！“官軍”が始めた昭和の戦争を“賊軍”が終わらせた。鈴木貫太郎（関宿）、石原莞爾

（庄内）、米内光政（盛岡）、山本五十六（長岡）、井上成美（仙台）…など、幕末維新で“賊軍”とされた藩の出

身者たちを通して見えてくる「もう一つの昭和史」とは。新視点から分かる、あの戦争の真相。先の戦争では国を破滅へと向か

わせ、今なお日本を振り回す“官軍”的なるものの正体を明らかにする。

3
政府や軍部の動きを中心に戦前の日本を語り下ろした著者のベストセラー『昭和史』（＝A面）と

対をなす、国民の目線から時系列で綴った“もうひとつの昭和史”、いよいよ登場！

4
昭和史を世界視点で見ると何が見えてくるのか？ヒトラーとスターリンとルーズベルトが動かした戦前

日本の盲点とは？未来の戦争を避けるために必読の半藤昭和史三部作・完結編

5
授業形式の語り下ろしで「わかりやすい通史」として絶賛を博し、毎日出版文化賞特別賞を受賞

したシリーズ、待望のライブラリー版。過ちを繰り返さない日本へ、今こそ読み直す一べき冊。
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半藤一利 KP00014378 平凡社 200612 EPUB(固定） ¥2,640 ‐ ¥3,960

其角俳句と江戸の春 9784582833454

半藤一利 荒川博 KP00014492 平凡社 200111 EPUB(固定） ¥1,672 ‐ ¥2,508

風の名前　風の四季 9784582851137

半藤一利 KP00014639 平凡社 201106 EPUB(固定） ¥1,672 ‐ ¥2,508

墨子よみがえる 9784582855890

半藤一利 KP00032338 平凡社 201905 EPUBリフロー ¥2,640 ‐ ¥3,960

半藤一利　橋をつくる人 9784582741186

15

秋風、疾風、東風……古来、歌や俳句、詩や小説などに用いられてきた四季折々の「風」をめぐる文学談義。“古老”二人

の掛け合いが民謡や落語にも及び、どこをとっても風流な一冊。風韻、風雅、風情、風土、風流……。古来、広く歌や詩、

俳句、小説、民謡などにさまざまな形で取り入れられ、ひとつの文化を形づくってきた「風」。自然にとどまらず、その意味は、生

き方や芸の極意など幅広い。そんな「風」に魅せられた自称「風来坊」＆「風の狩人」がつむぎだす、四季折々の“風”をめぐる

日本文学散歩。記紀・万葉から現代小説まで、果てしてしなく広く深い「風」の世界へようこそ。

16
現代に「非戦」や「愛」を説き続けることは、理想を語るにすぎないか？二五〇〇年前、中国で

“義”を重んじ、兼愛と非攻を説いた墨子の思想こそ、これからのよき日本再建のために、なにより世

界平和のために、いま、読まれるべき―そう確信する筆者が熱く語る、“墨子のすすめ”。

17
今こそ伝えておかねばならない歴史として「昭和史」に取り組みつづける、原点と活力の源はどこにあ

るのか。悪ガキ時代、戦争体験と雪中猛勉強生活、編集者時代の"秘話"。

14
芭蕉に愛され、荷風が惚れた異色の俳人・宝井其角。酔いつぶれているかと思えば名句をはく奇

人ぶり、「ワビサビ」からかけ離れた句の、難解さの奥に潜む「天才」に、あの手この手で迫る！

KinoDenのメリット 

『半藤一利を読む』 計17冊 同時アクセス1：42,812円（本体）  

株式会社 紀伊國屋書店 電子書籍営業部  

TEL：03-5719-2501 Mail： ict_ebook@kinokuniya.co.jp 


